
芸能プロダクション株式会社リコモーション代表取締役社長であり、株式会社キューブの代表取締役副社長でもある
高橋典子さんにお話をお聞きしました。

⒈ �リコモーション設立、�
キューブ設立まで

―　大阪教育大学附属高等学校天王

寺校舎で辰巳琢郎さんらと演劇活

動をされ、京都薬科大学入学後、学

生劇団そとばこまちに入団され、女

優として活動しておられたのですね。

大学卒業後も 2 年間、大学で助手

として働く傍ら、劇団で制作に携わ

りました。

―　その後、リコモーションを始めら

れたのですね。

学生劇団が注目されるようになっ

た時期で、私や仲間に仕事の依頼が

入るようになり、仕事の窓口が必要

になったので、リコモーションを立

ち上げました。営業のやり方を、NHK

をはじめとする各局の方々に教わり、

自分達でプロフィールを作ってテレ

ビ局や映画の撮影所等に出入りする

ようになりました。見よう見まねで

始め、いただいた出演料の何割かを

通帳にプールし、そのお金が株式会

社を作れるぐらい貯まったので、2

年後に、法人化しました。
―　辰巳琢郎さんが朝ドラ「ロマンス」

に、生瀬勝久さんが朝ドラ「純ちゃ

んの応援歌」に抜擢された頃ですね。

その後、東京へ進出し、キューブを

設立されるのですね。

リコモーション設立後、読売テレビ

で深夜番組「現代用語の基礎体力」
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というコント番組に企画協力し、これ

を皮切りに在阪局の番組の企画制作

に携わるようになりました。小劇場ブ

ームの時期です。リコモーション所属

の生瀬勝久、古田新太、羽野晶紀等

が関西でブレイクし、東京からの仕事

のオファーも増えました。「チコちゃ

んに叱られる」で有名な小松純也プ

ロデューサー等、劇団のメンバーも学

生ブレインとして番組の企画制作に加

わり、その後、東京のテレビ局に就職

し、現在も業界の第一線で活躍され

ています。リコモーション立ち上げの

頃から、所属タレントのマネージメン

トに留まらず、コンテンツ制作に携わ

れたことは、大変勉強になりました。

それまで、大阪の演劇人は仕事を東

京圏に移す節目では事務所や劇団をい

ったん離れ、東京の事務所へ移籍して

いましたが、私たちは自分たちの事務

所のまま行こうとなり、南青山にマン

ションを借りて東京支社を作りました。

最初はそこに寝泊まりしながら事務所

兼宿舎みたいな形でやっていました。

南青山に引っ越した日に、私の中学

の同級生と青山のベルコモンズの前で

バッタリ再会しました。当時、彼はレ

コードディレクターをしており、その

時期に養成していた藤木直人とその双

子の兄を紹介してもらいました。藤木

兄弟のような逸材をマネジメントして、

東京で本格的に仕事をしていきたい!

と思うきっかけになりました。藤木直

人の音楽活動をしっかりバックアップ

したかったので、当時、羽野晶紀が契

約していたポニーキャニオンの北牧裕

幸に紹介し、協力を仰ぎました。北牧

は現在のキューブの社長です。
―　そうすると、キューブは藤木さんと

の出会いから始まったんですね。

当時、リコモーションで、音楽ア

ーティストを育てていくことには限

界があるなと思っていました。「D・

LIVE�ROCK�TO�THE�FUTURE」とい

う音楽と演劇とを融合した新しい日

本のロックミュージカルの公演をプ

ロデュースさせてもらったことがあ

り、公演は大成功でしたが、自分の

未熟さを痛感していました。音楽、映

像、演劇等のエンタメを広く捉えた

会社を作りたいと思い、北牧とキュ

ーブを設立しました。
―　リコモーションとキューブを提

携させる形にしたのですね。

大阪にも沢山の役者と、HEP�HALL

等の劇場があるので、リコモーショ

ンの存在は残しつつ提携する業態を

作りました。今では、スタッフ・キ

ャストとも、気持ちは 1 つの会社と

して活動しています。
―　「いきものがかり」もキューブ所

属でしたね。

いきものがかりは、彼らが学生の

頃に弊社音楽スタッフの目にとまり、

キューブ所属となり、3 年間の準備

養成期間を経て、デビューしました。

昨年結成20周年を迎えるまで16年間

所属しており、現在は業務提携をし

ています。

藤木直人、生瀬勝久や古田新太も、

学生の頃から弊社に所属しています。

生瀬が一番古くて、34年目でしょう

か。また、昨今ではケラリーノ・サ

ンドロヴィッチや、いとうせいこう

などのクリエーター、島田昌典ら音

楽プロデューサーも集まる多彩な事

務所になっています。一緒に「もの

つくり」をしたいメンバーが集まり、

思いを叶える事務所であり続けたい

と思っております。

⒉コロナ禍の影響
―　新型コロナウイルス感染症の影

響はいかがでしたか。

とても辛いものがあります。我々

は、2 月26日に政府のイベント自粛

要請が出てから約半年、舞台、コン

サートのほぼ全てを中止しました。

「いきものがかり」の結成20周年記念

の大規模な全国ツアーも全て中止と

なりました。

皆様、状況は同じで、「このままで

は、日本のエンターテインメントは

死んでしまう」と言っても過言でな

い状況が続いています。

そんな中、野田秀樹さんをはじめ

とする演劇界を牽引する方々の声か

けで「緊急事態舞台芸術ネットワー

ク」が設立されました。222団体が所

属しています（2020年12月 1 日現在）。

それまでも、あらゆる舞台芸術のジ

ャンルでそれぞれ団体はありました

が、この規模の一本化は初めてです。

「緊急事態舞台芸術ネットワーク」は、

現状の精査、公演のガイドラインの

作成、多種多様な助成や給付金につ

いての個人へのレクチャー、政府に

対する助言・陳情等の膨大な活動を

行っています。演劇人だけでなく、ご

理解ある弁護士の先生にも多大なご

協力をいただき、このネットワーク

が成り立っています。

今年、舞台芸術とそれに携わる

人々を救うための色々な助成、給付

金の予算がついたことは、とても有

難かったです。我々含め、それによ

って存続に希望が持てるようになっ

た団体個人は数知れないことと思い

ます。ただ、感染拡大の状況が予断

を許さない今、来年の動向には、大
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きい不安とともに、日々を過ごして

いることも事実です。

あらゆる国民が全て緊急事態であ

る中、我々は工夫し、頑張るのみです。

こんな時こそ、心を満たすエンタ

ーテインメントは絶対必要です。そ

の 1 つの考えに舞台人が一丸となっ

て向かえているということは心強い

ことです。
―　皆でエンターテインメントを守

ろうとされているのですね。

先日も、黒沢明監督の「生きる」

という映画を原作とするミュージカ

ルが上演されました。この舞台は、世

界に発信することも視野に入れた作

品です。ニューヨークのブロードウ

ェイも来年前半までクローズが決ま

り、ロンドンのウエストエンドも 6

割の劇場がなくなるかもしれないと

も言われています。世界中が壊滅的

な状況の中、日本は公演が再開され

ており、海外の演劇界では「日本の

奇跡」とも言われているそうです。海

外の劇場が再開した折に、いち早く

日本発のオリジナル作品を海外で観

ることが出来れば。そんな思いを込

めて私は大きな拍手を送りました。

同じ気持ちであろう満場の拍手がゾ

クゾクするほど感動的でした。この

感情の高ぶりも 6 か月ぶりでした。

負けてはいられない。そんな力をこ

の舞台からいただきました。
―　テレビや映画に出演されている

方々も影響を受けられましたか。

感染防止のガイドラインに基づき、

最大の注意を払って現場は動いてい

ます。パーテーションを置いてフェ

イスシールド付きでリハをやり、本

番の時に取って撮影したり、本番も

パーテーションを置いたまま撮影し、

映像処理で全部消したりすることも

あります。通常の撮影の何倍も時間

がかかっています。また、感染なら

ずとも、発熱者が出たことによる念

のための撮影中止、スケジュール組

み替えはしょっちゅうです。

弊社では「楽屋に入る人は最小に、

そして検査必須」というルールにし

ているので、自分の事務所の役者が

出演する舞台を見に行った時も一切

面会はしていません。撮影の現場に

も立ち入っておりません。感想を述

べ、激励するのが私の仕事であった

わけですが、なんとも寂しいもので

す。その代わり、LINEなどで感想を

伝えています。

役者やアーティストに、昨今悲しい

事柄が起こっているので、役者スタッ

フのメンタルケアには細心の注意を払

っています。むしろSNSを通じて親密

に話が聞ける関係になった人もおりま

す。何事も前向きに捉えていくことが

大切だと痛感しています。

⒊ 長岡米百俵フェス
―　10月の「長岡米百俵フェス（米フ

ェス）」のニュースを拝見しました。

今年はあらゆる音楽フェスが中止

になったので、10月に行われた「長

岡米百俵フェス」は、今年 2 月の自

粛要請後、おそらく最初に開催され

た大型音楽フェスかと思います。

フジテレビの「ワイドナショー」で、

フェスの様子を準備から終了後まで

特集していただきました。放送を見て

いただいてありがとうございました。
―　主催者、出演者、お客さんの距離

が縮まって一体感が生まれている

感じがしました。

来てくださったアーティストへの

感謝はもとより、消毒したり会場を

作ったりしているスタッフに、皆さ

んが「本当にありがとう」と言って

くださっている様子とか、ひと夏、花

火を上げることができなかった職人

の方の想いとか、そんなエピソード

満載の特集でした。特集を見られた

大竹しのぶさんをはじめ多くの方か

らエールをいただきました。
―　当日の様子を教えてください。

フェスの会場はかつてスキー場の

あった大きな丘でした。1 万人以上

入れる会場でしたが、集客を 1 日

5,000人以内に、また、新潟県民に限

ると制限しました。

客席の前の方の足元には、前日に

スタッフが 1 枚 1 枚貼った立ち位置

を示すシールがあり、そこに立って手
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を叩くのと飛ぶのだけ。後ろの方のお

山では家族毎に隣の家族と2 メートル

離れて芝生に座り楽しんでもらいまし

た。ディスタンスを取るため、会場を

一方通行にしたので、直線距離100メ

ートルの所に行くにも山を遠回りしな

いといけないことになりました。それ

でも誰からも文句は出ませんでした。

さだまさしさんは「僕はフェスに

出ても皆をしーんとさせるのが一番

上手だ。」なんてみんなを笑わせ、「皆、

心の中で歌いましょう。」と呼びかけ、

「北の国から〜螢のテーマ」を歌われ

ました。全員、その場で大きく手を

挙げ、心の中で一緒に歌いました。ち

ょうど、夕陽が落ちる時間帯で、そ

れは素晴らしい情景でした。

―　一緒に声を出して歌ってもいけ

ないんですね。

今大人気の「Creepy�Nuts」も出演

していただきました。本来のライブで

は大きな声で、グルーブ感一杯で騒

ぎ楽しむのですが、今回、お客さん

は空間を空けて立ち、声を出さずに、

その場で手を叩いたり、腕を振ったり、

上下に飛んだりして、ラップを楽しみ

ました。経験したことのない多幸感が

会場を包みこみました。ご本人達から

も「独特な環境で、それでも観客を

前にしたライブは半年ぶりで最高だ

!」というお言葉をいただきました。

約束を守り、お互いに感謝し、会

場全員が、安全なフェスを楽しもう

とする気持ちが一体となって、拍手
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で盛り上げる素晴らしいフェスにな

ったと思います。

すでに来年の開催に向けて、新潟

県内外のお客さんや、アーティスト

からの熱い期待の声が届いておりま

す。必ず、実現させたいですね。ア

フターコロナの世の中になっていれ

ばより嬉しいと思うのですが。

⒋オンライン無観客ライブ
―　オンラインイベントも開催され

ていますね。

今の状況で出来ることを、皆が工

夫することはすごく素敵だなと思い

ます。
―　「wacci（ワッチ）」のオンライン

無観客ライブを拝見しました。舞台

を飛び出して観客席と思われると

ころに立って一緒にタオルを振っ

たり、オンラインでも楽しくて気分

が上がりました。私は子育て中なの

で実際のライブに行けません。オン

ラインだと気軽に見られるので嬉

しかったです。オンラインライブに

新しい可能性を感じました。

wacciは「ひとりひとりの日常に寄

り添う」をモットーにしている10年

目のグループです。「別の人の彼女に

なったよ」の楽曲はロングセラーの

ヒットになっています。

一昨年は、全県ツアーで47都道府

県を回りました。今年も全県津々

浦々の皆様に届けようと 2 度目の全

県ツアーを計画していたのがほぼ全

部中止になりました。それでも、今、

やれることはなんだろうということ

になり、武道館で無観客配信ライブ

を行いました。

満場の観客を想像し、来年は武道

館で有観客で出来ればいいなという

思いを込めました。大会場の中央に

ステージを配し、シンプルに音楽を

届ける方向性で演出を考えました。

カメラを 3 階のてっぺんとか 2 階の

前列とか色んな所に置いて、そこから

の視点で皆さんに配信しました。会場

に自分がいたらこんなふうにwacciが

見えるんだと想像できるような、そう

いう楽しみ方ができる演出でした。若

手の役者達も、ノンストップのミュー

ジカル調の演出に協力しました。

wacciはこれから来年の夏にかけて、

全県ツアーを再び行います。会場は、

キャパ50パーセント。密を避け、声を

出さず、マスクをして参加のこと。そ

れでも、今出来ること、皆の心に寄り

添えることが大事と考え、万全の感染

対策で全県を巡ります。ぜひお近くで

wacciを体験いただければと思います。

⒌ 弁護士に対して
―　社長のようなお立場から、弁護士

のこういうところを注意して見る

とか、こういう弁護士が信頼できる

とか、弁護士もこうすればもっと視

野を広げられるといったアドバイ

スがあれば伺いたいと思います。

アドバイスなどと、おこがましく

て申し上げにくいですが、弁護士の

先生には日々色々とお世話になって

おります。昨今は、SNSの発達や、働

き方改革など、かつて無かった多様

な問題も起こり、どこまでを弁護士

の先生にご相談すべきか悩むことも

多いです。私たちは「こんなことぐ

らいでご相談申し上げてもいいのか

しら。」と思いがちです。アーティス

トもそうです。そんな時に「何でも

聞いて。」とフランクに言っていただ

けることがとてもありがたいし、支

えになっています。また、1 案件だ

けじゃなくて、今までの相談履歴を

先生に持ってもらって、長いターム

でお世話になりたいと思っています。

昨今は、この業界にもご理解ある先

生方が増え、とても心強いです。
―　本日は、貴重なお話をありがとう

ございました。力をいただきました。

新しい年を迎えてもまだまだ大変

な時期が続きますが、細心の注意を

払って安心安全な環境を作り、粛々

と作品を作っていきたいと思います。

（ ）インタビュアー：�飯 島 奈 絵
江 口 陽 三
小 山 　 藍
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